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In recent years, heavier rains than ever have caused serious inundation damage beyond the river maintenance plan. In the 
Hozu River in Kameoka City, Kyoto Prefecture, flood damage will be inevitable not only along the main river but also in 
the tributary areas due to the narrowing of the Hozu Gorge and haze embankment, and improving the flow capacity of 
the main river alone will not eliminate the flood risk in the region. This proposal will clarify the rainwater regulation 
function of farmland and green areas in the Kameoka River East area, restructure the water network to create a regulating 
reservoir, restore the wet floodplain ecosystem, and create new industries and values by inheriting the local historic 
atmosnphere, while maintaining and improving the original landscape of the Kawahigashi area. 
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１．はじめに  
 
 近年、気候変動に伴って河川整備計画の計画当初の想定を超える豪雨が予想されるようになり、従来の堤

外に限定された治水から流域治水への方針転換が明確になっている。しかし日本では人々の生活空間と水と

の接点を減らすことを重視する従来の治水の考えに基づく傾向が強く残存しており、調節池としての堤内地

の活用に関する議論は十分にはなされていない。そこで現時点で重要な研究課題の一つとして、流域治水の

ために有効な堤内地の評価に関する客観的な調査分析を行い、それに基づく具体的な土地利用計画とそのデ

ザインの検討を行うことがあると認識する。本研究は、その調査分析で得られた結果をランドスケープデザ

インの手法による流域空間デザインを行い、具体的な流域空間のデザインとして提案する。 
 
２．研究対象地 
 
京都府の亀岡盆地の中心部を流れる保津川は歴史的に氾濫を繰り返してきた地域であり、盆地の出口部分

が保津峡の狭窄部にあたるため、この周辺では霞堤と呼ばれる水位調整の機構によって豪雨時にのみ浸水す

る農地が広く存在する。浸水被害が多いこの狭窄部周辺の地域には下流地域の犠牲になっているという被害

者意識が強く、霞堤の嵩上げによる連続堤への変更を強く訴えてきた歴史がある1)。しかし同時に、保津川

の下流には歴史的地区として名高い嵐山があり、堤防自体の嵩上げを行いにくい2)事情がある。また、保津

川流域内での近年の浸水被害の原因は、多くが、保津川から支川への逆流や、排水量を超えた内水氾濫であ

るとの指摘3)もある。さらに保津川の支流の河川整備計画は10年確率雨量を想定しているため、それ以上の
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Preliminary Consideration for Townscape Improvement and Fire Prevention in Kameoka Station 
South Castle Town District

１．はじめに

（1）研究の背景と目的

　　近年、木造密集地域については総合的・多角的な防災まちづくりが求められるようになった文 1）。中で

も伝統的建造物群保存地区（以下「伝建地区」）は木部の露出等が特に認められるため、他地区より防災措

置の必要性が高い点が指摘され久しい文 2）。一方で、全国の伝建地区 123 箇所注 1）のうち、防災計画策定済み

エリアは半数程度注2）という状況にある。

　亀岡市（京都府）亀岡駅南城下町地区（以下「亀岡城下」）では、旧城下町の歴史駅景観を生かしたまち

づくりを目指している文 3）。そのため 2022 年度から国庫補助を受け伝統的建造物群の保存対策調査を実施し

ている。著者らは同市からの委託を受けて、その実施主体として取り組んでいる。

　本稿は亀岡城下の町家建築を主体とする伝統的建造物を対象とした①修景・許可基準の策定、②防災検討

のための延焼脆弱性チェックを目的としつつ、初年度の予備的な考察結果を報告する。

（2）研究の対象

　対象となるエリアは図1に示した亀岡城下16町である。まず第2章で伝統的町家や近代和風住宅、寺社建築、

鉾蔵といった伝統的資源注 3）に加え、戦後に更新された町家についても将来的資源注 4）と位置づけ、これら

の分布状況を確認のうえ修理修景・許可基準案を提案する。3 章では、全国の伝建地区の防災計画報告書う

ち入手可能な 46 地区について、伝建地区の様態別の防災メニューを整理する。さらに 4 章で特は、伝統的

町家の多い街区を対象として火災発生時の延焼シミュレーションを行い、延焼状態と修理修景方針との整合

性等に若干の考察を加える。

亀岡駅南城下町地区の町並修景と防火力向上に向けた予備的考察
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In this paper, preliminary consideration was made for the purpose of drafting the landscaping standards for Kameoka 
castle town and checking the vulnerability of fire spread for disaster prevention. As a result, it was shown that the 
spread of fire and the effect of the disaster prevention menu differed depending on the peculiarity of the area. We 
conducted detailed simulations for each block, and pointed out the need to take countermeasures while maintaining a 
balance with the landscaping effect.

Keywords:Kameoka Castle town, Townscape Improvement, Fire Prevention, Fire spread simulation, Dense wooden 
urban area, Preservation District for Traditional Buildings
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